
























































































































































































































以上が 2014 年度の研究会の内容である。これら 4
回の研究会では、各自のフィールドについての、本
プロジェクトにかかわる研究史の確認作業から始ま
り、新規メンバーの参入、そして、本プロジェクト
の古気候学グループとの連携による研究の開始や、
これまでの自身の研究蓄積を踏まえた上での、本プ
ロジェクトにそくした研究が開始されたことがわか
る。豊富な史料を用いての研究が可能な近世史では、
その一方で、個別事例が多様で、「これが近世の気候
変動に対する社会応答です」という形でシンプルに
提示するには、時間を要する。そういう意味では、
個別事例とはことなる視点、つまり全国的な動きと
気候変動の関係を読み解くための新たな視点も、同
時に必要となってくる。今年度の研究会で提示され
た、物価変動・農業生産力・藩政改革と気候変動の
関係を読み解く分析視角は、それに応えることが出
来得るものであると言える。なお、こうした本プロ
ジェクトにおける全国的視野での分析は、FR開始直
前まで、近世史グループのサブリーダーとして、本
プロジェクトの活動に尽力された故浜野潔（関西大
学）による近世の人口変動分析もある。その研究視
角は、浜野と同じく歴史人口学の高橋美由紀（立正
大学）が新規メンバーとして加入したことにより、
継続していくこととなる。
